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道路を横断するときは

横断歩道を利用する

アイコンタクトや

手を挙げるなどの

意思表示をして横断する

横断歩道を横断するとき

でも安全確認は確実に行う

左 よし

右 よし

ひし形の道路標示を

見つけたら横断歩道と

歩行者に注意する

繊 連

で停止している車

通過するときは

する
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ST

岡山県警察

X

横断しようとする人がいたら

停止線の手前で停止する



鰺晰歩は感は行者頷襦なのに ○〇〇

統計数値 :令和2年

※死傷者数は歩行者の死傷者数
(件 )
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区 分  事故件数  死者 数  重傷者数  軽傷者数

令和2年  112   4    36   74

令和元年  112   5    37   72

-1       12増減数  0

信号交差点

80
71.49′6
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蝙菫濾憮隕艤眩鯰麗・非利用の事故
統計数値 :令和2年

6.994

横断歩道
以外横断

事故時の車両速度

横断歩道
以外横断

(構成率)参 .〇%

20k齢以下 難30km以下

40縫鶴以下 M40km超過

横断歩道以外では高速度での
事故になりやすい !!

※関係する車両 (四輪～原付)の速度

人身事故全体に占める
死亡事故の割合

横断歩道

利用の

約2。6倍

2。ア94

豊。4%

全人身事故 横断歩道
横断

横断歩道

横断
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黎炉鱚IN蒻晰隷
●横断歩行者等妨害等違反

反則金 (普通車 )

違反点数

9,000円
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[雫]の交通事故
斃笠 してしヽます I‐
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